
を中心に遊動し.林道造成による二次植生の地域

を除くと.尾根筋はほとんど利用しない｡

㊥ 約500個採JRした充の分析及び直接税察によ

れば,今回の調禿期間では下部唆温 ;々;林の群れの

亜熟柿林要?;･への依存度は低かったが.上郡暖

温rT;‡林の耶れとのn耶こ.椛生の速いによる利用食

物の速いと1-2週nTlの季節のズレによる食物の

迎いが認められた｡

㊥ 下部の群れの糞に比べ.上部の群れの糞には

柴のセンイの含有率が高く,果実の種子の含有率

が低い傾向が認められた｡

④ 永田歩道の標高700m付近でオス3頭,メス

2頭.コドモ1頭の小集団を観察したが,これは

約200m下方にいた群れの一部と推定された.下

部の群れと同様.上部の群れにもサブグルービン

グ現象が見られる可能性が高い｡

◎ 上部の群れにおいても下部の群れと同様に社

会性比が100に近いことを示唆する賢料が得られ

た｡この特性は,群れが迎続的に分布しているこ

との結果であると考えられる｡

設定課題 Ⅱ

｢各環境構造における霊長類の適応機序の

解明｣

ニホンザルの寒冷環境への生理的適応

登倉尋実 (奈良女子大･家政)

板倉朝子*(奈良女子大･家政)

松岡弘子*(奈良女子大･家政)

coldacclimationを施したニホンザル肋 CαCα

/uscataの休温調節反応に,季節リズムが存在す

るか否か,また存在するならばどのようなもので

あるかを明らかにするために,夏期においてニホ

ンザルにcoldacclimationを施し.その体温調節

反応を調べた｡そしてそれを,冬期にcoldaccli-

mationLたこホンザル(冬ザル)や,定期にwarm

acclimationしたニホンザル (毘ザル)のデータ

と比較検討した｡

その結果.今回のサルの体温調節反応は.ある

面では冬ザルと同様の傾向を示し,ある面では夏

*共同実験者

ザルと同様の傾向を示し.またある両では毘ザル

と冬ザルの中間の傾向を示した｡

即ち今回のサルは.産熱や internalconduc-

tanceの伯が全肘 こ代かった｡5℃の寒冷環城下

ではWl著な立毛がみられ.またふるえは見られず.

ふるえ庄熱の限界温庇は少なくとも5℃以下であっ

たといえる｡これらの特徴は冬ザルと同様であっ

た｡

また今回のサルは.直腸温の環境弧による変動

が大きく,平均皮府温は全体に低かった｡また.

ノルエピネフリン投与実験から,非ふるえ産熱桟

橋は欠如していることがわかった｡これらの特徴

は夏ザルと同様であった｡

さらに,externalconductanceは夏ザルと冬

ザルの中間の伯を示し.各部位の皮府温の分布も

同様に克ザルと冬ザルの中間的な特徴を示した｡

以上の結果から.冬ザルの体温調節反応の特徴

を完全なcoldacclimationとみなすと,今回のサ

ルはきわめて不完全なcoldacclimationであり,

同じcoldacclimationでも,それを実施する季節

によって只なる効果が得られた｡したがってcold

acclimationによる体温調節反応にも,何らかの

内因的な季節リズムの存在することが示唆された｡

霊長類の四肢関節構造とロコモーション様式

木村 賛 (帝京大･医)

石田英突 (阪大･人間科学)

岡田守彦 (筑波大･体育)

山崎信寿 (慶大 ･理工)

ヒトの直立二足歩行位相課程のモデルとして霊

長類のロコモーション様式を力学的奴点より調べ

る一環として,本年皮は以下の研究を行い成果を

得た｡

1)ニホンザル下肢関節可動域について

冷凍死体2.生体8を用い,昨年度にひきつづ

き可動域のX線測定を行った｡この結果を運動測

定と比較すると,膝関節においては四足,二足歩

行とも伸展が限界近く屈曲に余裕がある｡股関節

においては四足が屈曲側に限界に近いのに対し二

足では逆に伸展側に限界に近く,ニホンザJL,捗行

の特徴が示される｡また二関節筋の形野,膝関節

各種靭帯の固定に対する彫IBについても考察した｡

2)木のぼり運動の力学的解析
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